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背景 

結果 

電動化車両の需要急増 

磁石の需要が増加 

＜弊社のモーター製品＞ 
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FeNi合金の規則度を決定付ける脱窒化反応過程が不明 
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窒化反応 
・NH3雰囲気 
・300℃_50h 

脱窒化反応 
・H2雰囲気 
・300℃_4h 

⇒ポストネオジム磁石としてL10-FeNiに注目 

FeNi規則合金とネオジム磁石の性能比較 

規則度向上の指針獲得を狙いとし、脱窒化反応過程のメカニズムを解明する 

･測定ビームライン : BL2S3  
･測定対象   : Fe-K吸収端 
･測定方法   : 透過法 
･温度         : RT ～ 300 ℃ 
･雰囲気      : H2 0.1MPa 
・ガス流量    ：10sccm 

＜ in-situ SR-XAFS＞ 
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【Equipments& Reaction 】 

1st 

2nd 

NH3 desorption profile 
 has 2peaks. 

※XANESスペクトルを窒化物と 
 FeNi合金でフィッティング 

【EXAFS】 
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2nd step 

【RDF fitting results】 

考察 
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【Reaction model】 

脱離 

置換 

反応前(窒化物) 脱窒化初期(窒化物構造) 

脱窒化後期(FeNi合金構造) 反応後(FeNi合金) 

Fe-Ni-N中間相 

窒化物構造を保持しつつ 
N原子欠陥が導入 

完全に窒素が脱離 
⇒歪みが解消 

脱窒化よる結晶場の乱れ 
 ⇒FeとNiの相互置換 
 ⇒規則度が低下 

FeNi合金構造に 
N原子が侵入 

1) J. F. Petersen et al., Phys. Lett. 62A (1977) 192. 
2) J. Pauleve et al., J. Phys. Radium 23 (1962) 841. 
3) T. Klemmer et al., Scripta Metall et. Mater. 33 (995) 1793. 
4) P. Wasilewski, Phys. Earth Planet Lett. 52 (1988)150. 
5) R.B. Scorelli, Hyperfine Interractions 110 (1997) 143 

※FeNi規則合金は､天然には鉄隕石中に含まれる1) 

 原子拡散が非常に遅く規則化に10億年以上要する5) 

総括 

【XANES】 

脱窒化反応は2段階であることを示唆 

窒化物は窒素放出に伴い、格子が縮小 
窒化物～合金の中間状態が存在する事を示唆 

200~300℃にて中間状態の存在を示唆 

Intermediate? 
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・脱窒化反応は2段階である事を明確化 
・脱窒化過程に中間状態が介在することを解明 
・中間状態では構造が乱雑化する事を示唆 
⇒今後、中間状態を詳細に評価する 
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